
、
で
事
故

毎日新聞

【
セ
ブ
岩
佐
淳
士
署

風
釦
号
に
よ
る
フ
イ
リ
函

ン
国
内
で
の
被
害
が
塵

る
中
、
直
撃
を
受
け
龍

イ
テ
島
タ
ク
ロ
バ
ン
市
毒

ｎ
日
、
被
災
し
た
瓢
歳
（

女
性
が
奇
跡
的
に
女
の
垂

を
出
産
し
た
。
Ａ
Ｐ
通
畳

が
伝
え
た
Ｐ

で
崩
壊
し
、
そ
の
後
、
々

ク
ロ
バ
ン
空
港
の
安
全
注

し
、
日
本
頭
は
約
８
万
人

の
死
者
を
出
し
た
。

◇

【新側定価１ヵ月3,925円(本体3,738円､消避硯187円)】１部売り(消賀税込み)朝刊130円夕刊50P； 鯨３蘭郵便物:２ｍ

埼
玉
県
醤
深
谷
署
は
ｎ

日
、
同
県
深
谷
市
山
河
の

自
動
車
販
売
店
「
坂
田
自

動
車
工
業
」
の
駐
車
場
で

あ
っ
た
賦
乗
会
で
、
障
害

翻
憾
澗
縄
剰
雌

、
７
出
産
し
た
の
は
エ
ミ
Ⅷ

房
つ
－
．
オ
ル
テ
ガ
さ
ん
。
脈

か
け
込
ん
だ
藤
所
が
轍

一
つ
Ｃ肩

瞬
菅
に
よ
る
と
、
事
故

が
あ
っ
た
の
は
加
日
午
後

０
時
伽
分
ご
ろ
。
試
乗
琴

は
坂
田
自
動
車
エ
業
の
主

催
で
、
約
ワ
噛
卿
先
に
つ
り

下
げ
た
ウ
レ
タ
ン
マ
ッ
ト

過
体
収
容
は
進
ま
ず
、
子
供
が
泣
き
な
が
ら
親
を
捜
す
。
救
援
物
資
が
届
か
ず
略
奪
に
走
る
被
災
者
た
ち

１
１
も
台
風
釦
号
で
交
通
網
が
寸
断
さ
れ
、
通
信
手
段
も
奪
わ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
被
災
地
の
惨
状
が
次
第

に
分
か
っ
て
き
た
。
被
雪
の
大
き
い
同
国
中
部
レ
イ
テ
島
で
は
、
少
な
く
と
も
約
加
入
の
在
留
邦
人
と
連
絡

が
取
れ
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
〔
黒
田
阿
紗
子
、
セ
プ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
）
岩
佐
淳
士
］

衝
突
回
避
寵

フィリピン台風

容
疑
で
も
立
件
す
る
方

針
。他

は
、
武
司
容
雄
者
の

息
子
で
８
０
８
０
推
進
協

理
頚
長
の
酒
水
大
輔
（
釣
）

Ⅱ
奈
良
喋
落
芝
市
瓦
口
、

峨
員
の
印
田
正
幸
（
団
）
Ⅱ

大
阪
府
摂
津
市
三
島
２
、

無
耽
の
薮
内
洞
（
記
）
Ⅱ
同
一

府
門
真
市
野
里
町
Ⅱ
ら
３

逮
捕
容
疑
は
、
求
城
者
一

容
疑
青

(１３３６０）

埼
玉
の
販
売
店
試
乗
会
２
人
重
軽
傷

｢吹き寄せ｣｢吸い上げ｣で高潮

■
■
角
且
■

Ⅱ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｒ

ｑ

孫
が
ね
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可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、

‐
緊
急
鯛
遼
を
始
め
た
と
発

表
し
た
。
外
部
か
ら
デ
ー

タ
改
ざ
ん
の
慨
報
が
寄
せ

ら
れ
た
と
い
う
。

同
社
に
よ
る
と
、
レ
ー

・
ル
は
、
専
用
の
機
械
を
使

っ
て
測
定
し
て
い
る
が
、

副
本
線
の
一
部
や
分
岐
部

分
に
つ
い
て
は
保
線
担
当

部
署
の
作
業
員
が
手
作
業

で
測
定
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー

獄
突
回
避
シ
ス
テ
ム
」
を
組
ダ
車
販
売
店
の
男
性
社
員

み
込
ん
だ
マ
ツ
ダ
（
広
島
（
躯
）
Ⅱ
深
谷
市
Ｉ
が
腕
の

県
）
社
製
の
乗
用
車
が
フ
骨
を
折
る
迩
傷
を
負
っ
た

エ
ン
ス
に
術
突
、
逆
賑
し
と
発
表
し
た
。
同
響
は
逆

て
い
た
男
性
会
社
員
（
釣
）
賑
ミ
ス
の
可
能
性
や
シ
ス

駿
蕊
灘
精
一
藤
灘
濡
鋤

岡

も救
助
難
航
略
奪
も

》
残
っ
て
な
い
」
Ｊ

Ｉ
‐
Ｉ
‐

、

レ
ー
ル
幅
デ
ー
タ

一
部
食
い
違
い
か

Ｊ
Ｒ
北
、
緊
急
鯛
査

Ｊ
Ｒ
韮
職
哩
が
レ
ー
ル

幅
な
ど
の
異
常
を
放
睡
し

て
い
た
問
題
で
、
同
社
は

ｎ
日
、
レ
ー
ル
の
検
査
を

担
当
す
る
部
署
が
現
場
で

測
定
し
た
数
値
と
、
社
内

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
数
値
の

一
部
が
食
い
違
っ
て
い
る

つ

猛
烈
な
風
が
波
を
吹
審
寄
せ
た
。

・
ま
た
早
稲
田
大
の
柴
山
知
也
教

授
（
海
岸
工
学
）
に
よ
る
と
〈
台

風
釦
号
は
中
心
気
圧
が
８
９
５
か

殻
と
非
常
に
低
く
、
大
気
が
海
面

を
押
さ
一
念
力
が
弱
ま
っ
て
潮
位

が
１
僻
以
上
吸
い
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
「
吹
き
寄
せ
」
と
「
吸
い
上

げ
」
の
効
果
に
よ
り
、
最
高
で
３

～
４
腕
の
高
潮
が
沿
岸
を
鰹
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
柴
山
教
授
は
「
高

潮
が
３
牧
響
腕
に
錘
す
る
と
、
沿

岸
付
近
の
木
造
住
宅
は
破
壊
さ
れ

る
」
と
話
す
。

専
門
家
は
、
温
暖
化
が
進
め
ば
、

日
本
に
も
ス
ー
パ
ー
台
風
が
到
来

す
る
頻
度
が
増
す
可
能
性
が
あ
る

と
指
摘
す
る
。
柴
山
教
授
は
「
現

在
の
防
潮
堤
で
は
足
り
な
い
規
模

の
高
潮
発
生
も
、
想
定
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
」
と
悪
鍾
を
鳴
ら
す
。

．
〔
渡
辺
鯨
、
夫
彰
子
〕

がら出産空港に逃れ

て
の
学
校
や
教
会
な
ど

で
、
多
く
は
風
雨
や
高
潮

に
耐
え
ら
れ
ず
、
被
害
拡

大
に
つ
な
が
っ
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
当
局
者
は

「
こ
れ
ら
の
建
物
に
避
難

し
た
人
は
押
し
流
さ
れ
、

溺
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
述

べ
た
。

国
連
児
童
基
金
（
ユ
ニ

セ
フ
）
の
穂
祇
智
夫
フ
ィ

リ
ピ
ン
事
務
所
代
表
は

（
縦
釦
琴
、
検
兜
審
）
に

向
か
っ
て
マ
ツ
ダ
社
製
の

ス
ボ
ー
ツ
タ
イ
プ
多
目
的

車
「
Ｏ
ｘ
ｌ
５
」
を
走
ら

せ
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
を
体

験
さ
せ
て
い
た
。
事
故
前

に
３
，
４
人
が
賦
乗
し
た

際
は
不
具
合
は
な
か
っ
た

が
、
歌
故
時
に
は
マ
ッ
ト

に
ぶ
つ
か
り
、
さ
ら
に
前

方
の
フ
ェ
ン
ス
に
術
突
し

た
と
い
う
。

マ
ツ
ダ
に
よ
る
と
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
「
ス
マ
ー

~てり
、
ほ
か
に
一
時
帰
国
を

繰
り
返
し
て
瀧
在
を
続
け

る
邦
人
も
相
当
数
い
る
。

Ａ
Ｐ
通
信
に
よ
る
と
、

台
風
上
陸
前
に
約
帥
万
人

が
避
難
し
た
が
、
避
雌
先

は
れ
ん
が
や
モ
ル
タ
ル
建

津波のような高潮が発生した仕組み

台
風
釦
号
に
よ
る
被
湾
が
拡
大

し
た
の
は
、
上
空
の
大
気
の
流
れ

や
台
風
の
コ
ー
ス
な
ど
複
数
の
条

件
が
最
悪
の
形
で
重
な
っ
た
た
め

と
み
ら
れ
る
。

書
古
屋
大
地
球
水
循
環
研
究
セ

ン
タ
ー
の
坪
木
和
久
教
授
（
気
象

学
）
は
今
回
の
台
風
を
「
台
風
を

弱
め
る
条
件
が
な
い
た
め
に
勢
力

が
強
ま
っ
た
『
ス
ー
パ
ー
台
風
』

だ
」
と
話
す
。
坪
木
教
授
に
よ
る

と
、
熱
帯
の
海
域
で
生
ま
れ
る
台

風
は
海
面
温
度
が
高
い
た
め
中
心

気
圧
９
０
０
浄
殻
前
後
ま
で
成
長

す
る
。
だ
が
、
そ
の
後
は
上
空
の

大
気
の
流
れ
が
阻
害
要
因
と
な
っ

て
勢
力
が
衰
え
る
の
が
一
般
的

だ
。
し
か
し
今
回
は
、
上
空
数
千

僻
以
上
の
大
気
の
流
れ
が
弱
く
、

勢
力
が
弱
ま
ら
な
い
ま
ま
フ
ィ
リ

ピ
ン
沿
岸
を
直
撃
し
た
可
能
性
が

高
い
と
い
う
。

：１１日、タクロバン空港の壊れた医療室で出産
：したエミリー・オルデガさん〔中央手前)と、
：。生まれたばかりのベア・ジョイちゃん＝ＡＰ

命

し

店
主
の
婆
も
見
ら
れ
る
。
【
タ
ク
ロ
バ
ン
共
同
嵩

レ
イ
テ
島
と
周
辺
海
域
風
鯉
来
か
ら
４
日
目
の
側

は
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
日
も
、
路
上
に
は
週
休
が

の
激
戦
地
で
知
ら
れ
る
。
放
睡
さ
れ
、
興
奥
が
鯉
っ
。

１
９
４
４
年
叩
月
、
米
鯛
「
耳
を
つ
ん
さ
ぐ
畢
風

約
加
万
人
が
勘
に
上
陸
雨
と
と
も
に
突
然
３
脚
ぐ

「
イ
ン
フ
ラ
や
通
信
手
段

が
破
鯉
さ
れ
、
被
害
が
最

も
大
き
い
地
域
に
支
援
物

資
を
届
け
る
の
が
難
し

い
」
と
婚
し
た
。
略
奪
の

被
雪
に
辿
っ
た
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
オ
ー
ナ

ー
、
ア
ウ
ェ
イ
ナ
・
ハ
ド

ロ
ッ
ク
さ
ん
は
蒼
嘩
や

Ｉ
Ｐ
Ｉ
■
Ｑ
■
。

そ
こ
で
発
生
し
た
の
が
津
波
の

よ
う
な
破
樫
力
の
商
潮
だ
。
気
象

庁
に
よ
る
と
、
鴎
同
国
近
海
は
水
深

の
浅
い
所
が
狭
く
、
大
規
模
な
高

潮
被
沓
は
本
来
起
き
に
く
い
。
し

か
し
台
風
釦
号
は
比
較
的
遠
浅
の

レ
イ
テ
湾
の
南
を
通
過
。
反
時
計

回
り
に
海
か
ら
海
岸
に
向
か
い
、

（
ハ
レ
バ
レ
）
通
勤
推
進

協
議
会
」
の
実
鍾
代
表
者
、

清
水
武
司
容
疑
者
（
知
）
Ⅱ

大
阪
市
中
央
区
東
高
麗
橋

Ⅱ
ら
男
４
人
を
詐
欺
な
ど

の
疑
い
で
逮
捕
し
た
。
独

立
行
政
法
人
の
元
堀
託
男

性
卿
員
（
醜
）
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
側

に
検
査
の
日
程
を
漏
ら

》
細
》
》
》
》
岬
岬
》
峰
一

同一

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に

は
何
も
残
っ
て
い
な
い
」
。

銃
を
櫛
え
て
白
術
す
る
商

｜
謹
廃
評
跨

Ｓ
）
」
。
時
速
４
～
訓
読

で
走
行
し
て
い
る
場
合
、

前
方
の
車
に
接
近
す
る
と

自
動
的
に
減
速
。
衝
突
の

危
険
を
感
知
し
た
場
合
に

急
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、

釦
欲
を
超
え
る
と
作
動
し

な
い
。

広
蓄
当
者
は
「
（
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
）
事
故
は

記
臓
に
な
い
」
と
鰭
し
て

い
る
。
〔
奥
山
は
る
な
、

大
平
明
日
香
］

補
助
金
不
正
受
給

Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
逮
捕

容
疑
で
大
阪
府
警

国
の
求
城
者
支
蔚
度

を
巡
り
、
補
助
金
約
１
５

０
万
円
を
不
正
受
信
た

と
し
て
、
大
阪
府
遜
は
ｎ

日
、
大
阪
市
北
区
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
篇
皇
国
８
０
８
０

勢力弱まらず｢スーパー台風jに
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